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御中 百万円単位でご記入ください。百万円未満は四捨五入してください。

また、連結ベースではなく、単体ベースでご回答ください。

- -

「資本金10億（1000百万）円以上」の法人は、次の設問14もご記入ください。

次の設問６、７は、前回調査と質問内容が異なりますのでご注意ください。

６．今年度における設備投資計画（方針）と実績見込みとのかい離の理由 ７．今年度における利益配分のスタンス

※　「14.設備投資額」には、「11.新規設備投資額」から「12.土地購入額」を除き、「13.ソフトウェア投資額」を加えた金額をご記入ください。

ご協力ありがとうございました。

　

 4-6月と比較した7-9月の景況は、 1-3月と比較した4-6月の景況は、 10-12月と比較した1-3月の景況は、

Ⅰ．判断調査  (季節的要因を除いた実勢でご判断ください。また、連結ベースではなく、単体ベースでご回答ください。)

今年度の設備投資における現在の見込み額が当初の計画額からかい離する理由につい
て、以下の選択肢から３項目を重要度の高い順にご回答ください。計画を策定していない
場合は、年度当初と現在の投資方針の変化理由をご回答ください。

今年度における利益配分について、以下の選択肢から３項目を重要度の高い順にご回答
ください。今年度に利益の発生が見込まれない場合でも、貴社の利益配分のスタンスを記
入してください。なお、重要度は配分額でご判断ください。

３．国内の景況 ４．生産・販売などのための設備 ５．従業員数

（　年6月末） （　年9月末）

当期 翌期 翌々期

仮パスワード

PINコード

14

最も重要 最も重要

１ 景気や業況の見通しの変化

２ 設備投資にかかるコストの変化

３ 経営課題や経営方針の変化

４ 資金繰りなどの資金調達環境の変化

５ 災害などの突発的な事象の発生

６ 受託先等の事情による工期又は納期の変更

７ 設備投資以外の投資との資金配分の変更

８ 当初の計画(方針)を厳しめ又は余裕を持って策定

９ 当初の計画(方針)どおりのため、特に理由なし

10 その他（　　　          　　　   　 ）

１ 設備投資

２ 新製(商)品・新技術等の研究・開発

３ 関連会社への出資、Ｍ＆Ａ

４ 有利子負債削減

５ 新規雇用の拡大

６ 従業員への還元

７ 役員報酬・賞与

８ 株主への還元

９ 内部留保

10 その他（　　　          　　　   　 ）

２番目 ２番目

３番目 ３番目

調査対象期間中に合併、経理方法の変更など、ご回答内容に大きな変動が
生じるような事情がある場合はその旨ご記入ください。

この欄は記入しないでください。

8 9 10 11 12 13
確認欄

14.設備投資額(※)
百万円 百万円

※1  「11.新規設備投資額」には、有形固定資産（土地、その他の有形固定資産、建設仮勘定）に新規に計上した （する予定である）額の合計額をご記入ください。
　　　本設問には土地の整地費、造成費及び購入費を含めてご記入ください。なお、建設仮勘定からの振替及び中古建物、中古品の購入額は含めないでください。
※2  「12.うち土地購入額」には、土地の購入費のみご記入ください。本設問には土地の整地費及び造成費は含めないでください。
※3  「13.ソフトウェア投資額」には、無形固定資産に新規に計上した（する予定である）ソフトウェアの額を「仕掛品」も含めてご記入ください。
　　　なお、他勘定科目からの振替及び中古品の購入額は含めないでください。

（　年1～3月） （　年4～6月） （　年7～9月） （　年3月末） （　年6月末） （　年9月末） （　年3月末）

前年度同期 今期（四半期）

（　年1～3月） （　年1～3月）

実　　績 実績見込み

1 上昇　　2 不変　　3 下降　　4 不明 1 不足　　2 適正　　3 過大　　4 不明 1 不足気味　　2 適正　　3 過剰気味　　4 不明

項目　　　　　　　　　期間

翌々期末 当期末 翌期末 翌々期末 百万円

各期ともその直前の四半期と比較してご回答くださ
い。業界に限らず国内全体の景況についてご判断くだ
さい。

各期とも、各四半期末時点の水準をご回答ください。
各期とも、各四半期末時点の水準をご回答ください。
貴社において給与を支払っている従業員についてご判
断ください。

当期 翌期 翌々期 当期末 翌期末

印字された計数に変更がある場合は訂正、
印字されていない場合はご記入ください。

来年度

2.設備投資（年度） 印字された計数に変更がある場合は訂正、
印字されていない場合は記入してください。

百万円

百万円百万円

（ない場合は「０」とご記入ください。）

13.ソフトウェア投資額(※3)

百万円 百万円

百万円

12.うち
   土地購入額(※2)

百万円 百万円 百万円

（　年4月～　年3月） （　年4月～　年3月）

実　　績 実績見込み 計画

（　年4月～　年3月）

11.新規設備投資額(※1)

10．うち
    受取配当金1 上昇

2 不変
3 下降
4 不明

1 上昇
2 不変
3 下降
4 不明

百万円

前年度 今年度

1 上昇
2 不変
3 下降
4 不明

１ 国内需要（売上）
２ 海外需要（売上）
３ 販売価格
４ 仕入価格

５ 仕入以外のコスト
６ 資金繰り・資金調達
７ 株式・不動産等の資産価格
８ 為替レート

９ 税制・会計制度等
10 その他（　　　　　　　　　　　　　）

法人企業景気予測調査
　　月　　日（　　）の提出期限にご協力ください。
記入例・記入上の注意事項を必ずお読みください。

担当者 氏　名 規模

（　年4月～　年3月） （　年4月～　年3月） （　年4月～　年3月）

電　話 内線番号 資本金(百万円)

項目　　　　　　　　　期間

前年度 今年度 来年度

実　　績 実績見込み 見通し

㊙ 内 閣 府
財 務 省

年 1

Ⅱ．計数調査

～ 3 月

業種

印字された計数に変更がある場合は訂正、
印字されていない場合は記入してください。1.企業収益

法人番号

部課名 地域

百万円 百万円

１．貴社の景況

９．経常利益

百万円 百万円 百万円

百万円

3.設備投資（四半期）

８．売上高

百万円

（　年1～3月） （　年4～6月） （　年7～9月）貴社の景況について、どちらに
向かっているかの質問です。各
期ともその直前の四半期と比較
してご回答ください。

※売上、受注、経常利益などを総合的
にご判断ください。

項目　　　　　　　　　期間

２．貴社の景況判断
　　の決定要因

上記１.欄で上昇又は下降
と回答された場合、右の選
択肢から各期とも３項目を
重要度の高い順にご回答く
ださい。

統計法に基づく国の
統計調査です。調査
票情報の秘密の保護
に万全を期します。


